
 

 

競技番号 30. 

第 5４回全国七大学総合体育大会 

競技要項 

競技名 馬術 

平成 27年 4 月 25日 改定 

 

１、名 称 第 54回全国七大学総合体育大会 馬術の部 

２、主 催 北海道大学体育会、東北大学学友会体育部、東京大学運動会 

名古屋大学体育会、大阪大学体育会、京都大学体育会  

九州大学体育総務委員会 

３、主 管 東北大学学友会体育部 

東北大学学友会乗馬部 

４、参加大学 北海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、九州大学 

５、参加資格 入学から 4年未満の者。選手は何らかの傷害保険に加入していること。 

各大学選手は 6名以内。学生証を持参のこと。 

1人 1種目 1回、1人 2種目までとする。 

６、開催会場 東北大学乗馬部馬場 

〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉       

・最寄 IC：東北自動車道仙台宮城 IC（車で 10分程度） 

・最寄駅：仙台駅（バス 20分程度） 

 

７、大会形式 

 （種目） 

（馬場）全日本学生馬術連盟制定 学生選手権馬場馬術課目 2000 

（障碍）小障碍 A 高さ 100cm、幅 120cm以内、 

ダブルを含む全 10障害以内、全長 600m未満とする。 

８、試合形式 貸与馬による各大学 1~3名による対抗戦とする。 

９、順位決定 別紙 1参照。 

１０、 

競技規則 

日本馬術連盟競技会規定第 27版 

馬場馬術：FEI馬場馬術競技会規定第 25版を適用する。 

障碍馬術：FEI障碍飛越競技会規定第 25版第 236条基準 Aを適用する。 

     ただし、3回目の不従順で失権とする。 

別紙 1参照。 

１１、 6月 6日（馬場） 開会式、打合会 11：45*1 



 

 

競技進行予定 

(タイムスケジ

ュール) 

 

         競技開始     13：10 

         レセプション   19：00〜21：00  

  7日（障碍） 競技開始     9：00 

         表彰式、閉会式 12：00 

*1大会役員の方は 11：30までに部室棟 2階にお集まりください。 

 選手の方はご来場されましたら部室棟 1 階にてプログラムをお受け取り

下さい。また、11：40までに馬場にお集まりください。 

 

１２、 

レセプション 

場所  東北大乗馬部馬場 部室棟 2階 

会費   2000円 

１３、その他

[意見・質問等] 

ご質問等は下記連絡先までお願いします。 

 

東北大学乗馬部 馬術種目委員 澤燦道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

順位決定および運営方法について 

馬場馬術競技、障碍飛越競技それぞれについて６馬匹を用意し、各校代表が抽

選して１頭に３名が騎乗するように配馬を行う。ただし同じ学校の選手が同じ

馬匹に騎乗しないようにする。それぞれの馬匹について１～３位が決定するの

で、馬場馬術競技、障碍飛越競技ともに１位‐５P、２位‐３P、３位‐１Pを与

える。なお準備運動は一人 5分とし、障害練習は 2完飛とする。 

団体馬場馬術競技 

得点が同じ場合は総合観察点により順位を決定する。総合観察点が同じ場合は

主審の総合観察点により順位を決定する。なお同じ場合は当該選手を同順位と

する。 

競技中の人馬に故障が生じた場合の処置は次による。 

(1)選手に競技進行不能の故障が生じた場合は失権とする。また、出番表発表後

に選手が出場不能となった場合についても失権とする。失権者の得点は実施演

技の総得点とする。 

(2)馬匹に故障が生じた場合は代馬を使用し、未演技の選手の競技をする。 

団体障害馬術競技 

採点は基準 Aによる 

 

 失権者の減点算出は国民体育大会馬術競技規定 16④による。ただしオは除く。 

競技中の人馬に故障が生じた場合の処置は次による。 

(1)選手に競技進行不能の故障が生じた場合は失権とする。また、出番表発表後

に選手が出場不能となった場合についても失権とする。 

(2)馬匹に故障が生じた場合は代馬を使用し、未走行の選手の競技をする。 

順 位 

以下の順に順位を決定する。 

(1)合計勝ち点の多い大学を上位とする。 

(2)同点の場合は馬場馬術における勝ち点の高い大学を上位とする。 

  (3) 1位の人馬の数が多い大学を上位とする。 

上記でも優劣が決まらない場合は同一順位とする。ただし、1位が二大学以上出

た場合は各大学の代表者による障碍飛越競技を実施する。 

（別紙 1） 


